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■学校等施設と公園の一体的整備について

⚫ 魅力的な施設・公園となるための空間像、双方の利便性向上につながる導入機能と連携方法、管理運営のあり方の検討

⚫ 施設と公園の敷地・空間の区分の整理を踏まえた公園施設の設置や都市計画公園の変更等の手続き

⚫ 質の高い整備・運営水準を担保する事業手法の検討

⚫ 施設・公園の工事期間中の代替公園・代替園庭の確保（候補：旧和泉町ポンプ所跡地等）

⚫ 工事期間中の動線や安全性、既存施設の快適性等を確保するための施工方法の検討 など

■学校等施設について
⚫ 小学校・こども園・こどもプラザの利便性を踏まえた基本計画・設計の検討

⚫ 日常的な安全性と柔軟な地域開放を両立するセキュリティの設定

⚫ 将来的な教育需要の変化等に対応可能な柔軟性のある施設計画の検討

⚫ メンテナンス、改修等に柔軟に対応できる施設計画

⚫ 地域による施設の利用（地域活動・イベント等による利用、緊急時の避難等）への配慮 など

■公園について
⚫ ５つの機能（シンボル、運動・遊び場、先駆的活用、歴史資源、コミュニティ形成）が充実した公園としての基本計画・

設計の検討

⚫ 学校等施設との連携（児童・園児（周辺保育園含む）による利用等）を考慮した使いやすさの確保

⚫ 地域による施設の利用（地域活動・イベント等による利用等）への配慮

⚫ 緊急時に求められる機能（防災拠点・医療施設との連携）の反映

⚫ 既存の公園敷地内にある樹木の取り扱い、移植等の検討 など

今後の検討プロセスの中で検討すべき課題を以下のとおり整理します。



和泉小学校・いずみこども園等施設と和泉公園との一体的整備構想
令和８年２月
千代田区教育委員会事務局子ども部子ども施設課
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電話：03-3264-2111（代表）



和泉小学校・いずみこども園等施設と和泉公園との一体的整備　想定スケジュール

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 10年目

施設整備

（現在、公園側）

公園整備

（現在、小学校側）

検討会

近隣住民等との

検討状況の共有、

意向抽出

基本計画策定以降

11月 12月 1月 2月 3月 7～9月

令和６年度 令和7年度 令和8年度前半

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

都市計画手続き

（施設・公園の入れ替え）

検討のステップ

（施設・公園共通）

整備構想

基本計画

工事関連

地域検討

基本計画の作成

基
本
計
画
（
案
）
の
作
成

新公園

供用開始

整
備
構
想
策
定
（
２
月
）

2026.03

公園の利用者行動調査

都市計画における調整事項の整理（区関係課と調整）

東京都関係課との事前調整

整備構想を踏まえた

都市計画原案の作成

オープンハウス（2月7日・８日）

学校・施設・公園・

地元関係者ヒアリング

ニュースレター・ホームページ等で情報発信

施設計画の検討

現校舎利用

都計審報告

東京都協議

旧和泉町ポンプ所跡地の活用検討

配置形態の検討・公園と校庭の一体的利用の検討

基
本
計
画
策
定

設計段階以降の検討体制は、

事業進捗に応じて調整

③設計

(基本設計、

実施設計)

公園

解体
新施設（第１期）整備

新施設（第１期）供用開始

既存校舎

解体

新公園

整備

④新施設整備（第１期）

⑥新公園整備

公園閉鎖期間

⑤既存校舎

解体

都計審付議

都市計画決定

都市計画

案縦覧

ヒアリングの続き

オープンハウス（10月19日・20日）

⑥新施設

整備（第2期）

新施設

（第２期）

整備

新施設

（第２期）

供用開始

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

①施設・公園の一体的整備構想検討

②基本計画検討

オープンハウス

（
12
月
）

11月21日 3月27日 9月19日 2月16日

教育委員会資料

令和８年３月24日
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基本計画の検討の方向性 

 

■基本計画策定のねらい 

〇整備構想の内容をもとに、その後の施設計画等の検討を踏まえて今後の設計の与件となる事項を定め、整備までの

一貫性のある方針（配置形態、諸室・諸施設等の規模、空間としてのあり方等）を提示するために策定する。 

 

■今後の設計に向けて基本計画で示したい主な事項の例 

○必要な機能諸室の規模・数 

○外部環境や隣接敷地との相互関係への配慮（例：公園・校庭に面する部分の諸室配置／三井記念病院に対する圧迫

感の軽減／佐久間学校通り沿いのオープンスペースの確保 等） 

〇隣接・近接させる必要がある諸室・機能配置（例：低・中・高学年教室⇔各特別教室／職員室⇔教育相談室／園庭

⇔保育室／校庭⇔昇降口・こども園の出入口／体育館⇔防災備蓄倉庫／公園⇔地域利用倉庫 等） 

○施設検討にあたって求められる機能等の水準（例：施設内のセキュリティ確保や地域開放との共立／こども園のフ

ロアの視認性の確保／各倉庫⇔エレベーター⇔出入口の円滑な動線／公園に必要な遊具・滞留空間 等） 

※施設と公園のプランニングの検討について深度化を図り、その結果を通じてこれらの数量、機能の配置や水準、

諸室・諸施設の相互の関係性等について整理します。 

 

■基本計画の構成イメージ 

項目 主な内容 

１．はじめに ・基本計画策定の背景・目的、検討経緯 

・基本計画の対象 

これまでの検討経緯を踏まえ、策定の背景や目的、対象地等

について整理 

２．整備の方向

性 

・全体に係る整備の方向性 

・学校等施設に係る整備の方向性 

・公園に係る整備の方向性 

整備構想の内容をもとに、学校等施設・公園全体、またはそ

れぞれの整備に関する考え方を再整理 

３．整備の前

提条件 

・敷地の概要及び法的条件 

・学校等施設の導入機能 

・和泉公園の導入機能 

対象敷地の面積、都市計画や法規制等の前提条件、学校等施

設と公園に必要な機能のあり方やその規模などを整理 

４．全体配置計

画及び和泉

公園の基本

計画 

・全体配置計画 

・和泉公園の整備イメージ 

・各公園施設のあり方 

対象敷地内おける施設、公園の配置、動線のルート等を整理 

公園については、遊具、じゃぶじゃぶ池、植栽、人工地盤下

の公園施設の整備の考え方や想定される配置のイメージを

平面図などに示す 

５．学校等施設

の基本計画 

・諸室のあり方 

・地域開放と安全対策の考え方 

・学校等施設の整備イメージ 

・構造計画の考え方 

・設備計画の考え方 

小学校、こども園、こどもプラザに関する諸室の規模・数等

の条件を整理 

各諸室のあり方や想定される配置のイメージを平面図など

に示すとともに、安全対策や構造、設備等の今後の検討にお

ける留意事項を整理 

６．整備の推進

に向けて 

・事業手法 

・整備事業費、事業スケジュール、・工事

期間中の対応 

・管理運営の方針 

設計・工事の効率化、区費の縮減、事業進捗のコントロール

等の観点から想定される事業手法を示す 

検討の深度化に応じて、事業費、スケジュール、工事期間中

の対応、施設及び公園管理運営のあり方等を整理 

 

基本計画に示す整備の方向性・イメージの例 

①諸室の規模・数等の条件整理 

 

（出典：区立お茶の水小学校・幼稚園 施設整備計画方針（千代田区）、千代田区 HP より） 

②諸室配置の動線・関係性 

 

（出典：北原小学校校舎等整備基本構想・基本計画（中野区）、中野区 HP より） 

 

第４回和泉小学校・いずみこども園等施設と和泉公園との一体的整備に向けた検討会（令和８年２月 16日実施）資料抜粋 
参 考 資 料 １ 

令和８年３月 16日 
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EVEV

多目的ホールとつながる吹抜け配置
校庭からの光が1階に届く

玄関空間を広く確保し、
視認性の高い位置に
職員室を配置

パース方向

災害時に公園で展開
しやすい物資を備える
防災備蓄倉庫を配置

体育館を避難所として利用する際の
物資を備える防災備蓄倉庫を配置

荷下ろし用EVはバック
ヤード動線とし、
表動線と明確に分離

B1FB2F

1F

2F

地域イベントで使用する器具の収納を
想定した地域利用の器具庫を配置

1期工事中は南からアクセス
2期工事完了後は西からもアクセス可能

公園敷地内の教養施設面積を
410㎡に調整

利用しやすさを考慮し、
多目的ホール2室を
1階に配置

玄関から奥の
保育室3まで
見通せる計画
一般開放・こども
プラザ・搬入業者
などを管理できる
事務員スペース

大きな屋根付き広場下に
滞留空間や南北の通り抜け動線を確保

南北の通り抜けと病院への動線を阻害しない
位置に校庭と公園をつなぐ階段を配置

入口付近に遊具スペースを配置し、
活気のあるエントランスを創出

じゃぶじゃぶ池は、現在の和泉公園
と同等の大きさを確保（約150㎡）

資料７

矩形東案① (S=1:500) 

面 積 表

小学校

本案

10,610㎡
2,230㎡
2,020㎡
1,020㎡

既存施設

こども園

こどもプラザ

公園施設・地域利用等

15,880㎡合計

7,500㎡
1,700㎡
1,200㎡
1,200㎡

11,600㎡

• こども園計画の見直し。１階～２階＋校庭までを一体
的な空間とする。

• 普通教室６学年分を３～5階に集約。メディアセンタ
ー（図書室）を4階に配置し、生徒の活動のコアに位
置づける。

• 最上階のこどもプラザ遊戯室に面した屋上広場を
設置。

※面積は概算のため共用部按分は行っていません(主に小学校に含まれます)。

本資料は、基本計画において示す整備後の施設に必要な機能配置や面積等を検証するために、建物全体のプランに諸室の内容を落とし込んだものです。具体
の設計内容は、この基本計画における整理を踏まえて、改めて設計の段階（基本設計・実施設計）において確定していきます。

芝生広場

屋根付き
広場

デッキスぺース

じゃぶじゃぶ池

WC

プレイパーク

遊具スペース

施設と公園のプランニング
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遊戯室は8階に配置し、
屋外運動テラスを配置

地域連携利用が想定される
特別教室は、こどもプラザ
近傍の6階に配置

普通教室を西側・東側に振り分け、
トイレ・教材庫は東側に集約。

中央部にOSを再配置

各学年教室からアクセス
しやすい位置として、
メディアセンターを4階に配置

(1,2年生CR) (3,4年生CR)

(5,6年生CR)

3F 4F

5F 6F

7F 8F

矩形東案① (S=1:500) 

本資料は、基本計画において示す整備後の施設に必要な機能配置や面積等を検証するために、建物全体のプランに諸室の内容を落とし込んだものです。具体
の設計内容は、この基本計画における整理を踏まえて、改めて設計の段階（基本設計・実施設計）において確定していきます。


